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新調色情報システム

１. はじめに

　自動車補修塗装工程における「調色作業」は、塗料メー

カーが提供する各自動車色の配合情報を参考にして、原色

塗料を調合することで行われており、この「調色作業時間」

は、図1に示すように補修工程全体の約３０％を占め、生産性

に大きな影響を与える工程となっている。この調色作業の効

率化のため、各塗料メーカーは「配合情報」と、その「提供手

段」の充実を図ってきている。

　弊社はこれまで、数万色以上もの配合情報をメンテナン

スし、お客様に提供してきている。同一塗色でも数多く存

在する色味の各色についても、より近い色を選んでもらう

ために、バリエーション色（弊社ではこれをCK色と呼ぶ）と

してその配合を管理しており、最新の情報を市場に提供し

ている。また、配合情報の提供手段としては、お客様の要求

に応じた様々な調色情報ツ－ルを展開している。その中心

は、ABI2（色見本帳、ALESCO AUTO BODY-COLORS 

INFORMATION 2）によるカラ－色票の提供と、「Big Van 

Station」（専用端末機、以下BVSと称す）による配合情報

の提供である（写真1）。「BVS」は、豊富な情報量と検索メ
ニューを持ち合わせ、弊社の調色情報システムの大きな柱と

なっている。

　また、社会情勢の変化に応じて配合情報の提供方法を革

新することが重要であり、2007年には携帯電話を端末機と

した調色情報システム「Hi!Goクイック」を開発した
１）
。このシ

ステムは、お客様が所有する携帯電話を端末機として利用す

ることで、コストメリットが大きく、初期投資を抑えたいお客

様に特に好評である。

　今回、現在の「BVS」の後継として、昨今のIT環境の進歩

に伴い、時代に適合した、より使いやすく、利便性の高いこと

をコンセプトに、インターネットを利用した新調色情報システ

ム「Big Van Terminal」を開発したので、以下に紹介する。

2. システム概要とコンセプト

　2.1 システムの概要

　今回開発した新システム「Big Van Terminal」（以下BVT

と称す）のシステム構成を図2に示した。「BVT」は操作端末

に専用機を据え、弊社の既存計量器および専用のプリン

ターを接続し、また、弊社サーバーとインターネットを介して

接続する形態となっている。配合検索は、端末機からイン

ターネットを通じて弊社サーバーにアクセスすることで行わ

れ、また、サーバーから取得した配合情報は、計量器やプリ

ンターに転送することが可能である。
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　2.2 開発コンセプト

　2.2.1 進歩するＩＴ技術の活用

　昨今のＩＴ技術の目覚しい進歩に伴い、インターネットを

使っての新しい機能性を実現できる手段が拡張してきてい

る。この背景には、①ADSL、光ファイバーなどの高速イン

ターネット回線（ブロードバンド）の普及により、容量の大きい

データを短時間で送受信できるようになったこと、②数年前

ではインターネット上で実現できなかった高度な機能性を実

現できる、新しいWebアプリケーション（インターネットを介し

て動作するアプリケーション）の開発技術が誕生したことが

ある。

　今回「BVT」の開発には、これらの背景を踏まえ、高速イ

ンターネット回線を利用したWebアプリケーション方式を採

用した。「BVS」とのシステムの違いを図3に示した。「BVS」で

は、端末機の内部に検索アプリケーションや配合データベー

スを持たせており、ユーザーの判断で都度デ－タを更新する

必要があったが、「BVT」では、検索アプリケーションおよび

配合データベースは、端末機の外部（サーバー）にあり、端末

機からインターネットを経由して弊社サーバーにアクセスする

ことで、常に最新の配合情報が得られるため、更新の必要が

なく、また、端末内のアプリケーションやデータを最小限にす

ることが可能となり、データの損失、機器の故障への防止策

ともなった。
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　2.2.2  使いやすさ、安心の追求

　快適に利用していただくために、使いやすい、安心なシス

テムを目指した。

　ハ－ド面では、防塵防水性に優れたものとし、実際の補修

現場での十分な堅牢性を確保した。また、専用端末機の記

憶装置は、破損の可能性の少ないフラッシュメモリを採用し

ており、故障率を低減した。

　ソフト面では、パソコンに不慣れな方でも使っていただけ

るように、ヒューマンインターフェースを強化しており、例えば、

操作順序の分かり易さ、ボタンの押し易さ、画面の見易さな

どに配慮し、電源を入れると、自動的に大きく見やすい検索

画面が起動し、タッチパネル方式での軽快な検索操作を可

能とした。更に、検索して配合表示するまでの画面遷移数が

「BVS」よりも少なく、よりスピーディーな検索を可能とした。

　また、端末機を設置する作業現場にインターネット回線を

敷設できない場合を想定し、無線LANに対応した端末機も

用意しており、事務所などのインターネット回線から無線で

作業現場へと接続することも可能とした。

　その他、コンピュータウィルスへの対策として、端末機の

OSにはウィルス感染の可能性が低いLINUXを採用し、コ

ンピュータウィルスとの接触を避けるために、検索サービス

以外の一般のホームページには接続できなくし、外部からも

アクセスできない仕様とし、セキュリティ面に十分な配慮を

行った。

　2.2.3  検索機能の充実

　提供する調色情報を最大限に活用していただくために、

「BVT」では、「BVS」の重要機能を継承するとともに、各種の

新しい検索機能を盛り込んだものとした。

　数多くのCK配合の中から、実際の補修車両に適したもの

をより正確に、より速く選択できるように、検索手法や情報の

提供方法・管理方法に独自の工夫を盛り込んだ。

　2.2.4  機能の拡張性

　「BVT」をより便利に使っていただくために、「BVS」、

「Hi!Goクイック」と同様に、専用計量器（ハカリJO’S）に接

続可能な仕様とした。さらには、「Hi!Goクイック」が対応して

いる専用プリンターと同種のものに接続が可能であり、近い

将来でのセンサー（測色計）とのマッチングも視野に入れ、

端末機とセンサー（測色計）を接続する外部インターフェー

ス端子を具備させた。

　「BVT」は、Webアプリケーション方式を採用したことによ

り、販売・運用開始後も、サーバー上にある検索アプリケー

ションを最適化、調整することが比較的容易であり、検索ア

プリケーションの機能拡張への自由度が高くなった。

3. BVTの特長

　3.1  最新のWeb技術採用による高い操作性

　Webアプリ方式により開発した「BVT」では、端末機内に

内蔵されたブラウザ（インターネットのホームページを閲覧す

るためのアプリケーション）を経由して、弊社サーバーにアク

セスすることで検索アプリケーションが動作する。また、この

検索アプリケーションに最新のWeb技術を採用したことで、

サーバーに都度アクセスせずに端末機側で必要な処理を行

わせることが可能となり、スタンドアローン方式で開発した

「BVS」の操作性と同等以上の、高い表現力と操作性を実現

した。

　3.2  操作性、安全性を考慮した端末機の使用

　「BVT」の外観を写真2に示した。「BVT」は、タッチパネル

式であり、画面を直接触って操作する。画面サイズは１２ .１イ

ンチと検索に適したサイズで、液晶は高輝度で見やすく視認

性がよい。また、防塵・防水性にも十分配慮しており、機器内

部への埃や水の侵入に対する保護の程度を示す保護等級

IP65相当を確保しており、物理的な故障に対する堅牢性が高

く、安心して使用していただけるものとした。

　3.3  操作性を考慮した画面デザイン

　画面デザインの一例として、電源を立ち上げて最初に表示

されるトップ画面を図4に示した。特徴としては、操作ボタン

を大きめに設定して指での操作性を高くしており、次画面へ

の切り替えや重要な処理に関わる部分には色づけを工夫す

るなどして、操作手順をより分かりやすいものとした。

　3.4  利便性の高い画面フロー

　「BVT」の画面遷移図を図5に示す。「BVT」には４つの配合

検索ルートを用意し、必要性や好みにあわせた検索を可能と

した。

　①通常検索

　　補修車両の塗色配合情報を調べる時に、通常利用する

検索ルートであり、簡易でスピーディーに検索できること

が特徴である。

　②車種から検索

　　補修車両の車種と年式から、塗装されている塗色情報

を検索するものである。補修車両の塗色番号が分からな

いケースでも、この検索を使えば、塗色を特定することが
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容易である。その他、耐擦り傷性クリヤーなどの

特殊塗装仕様採用情報を確認することも可能

である。

　③部品色検索

　　補修車両のバンパー、モールなどの部位の色

が、自動車本体の色と異なるときに、各部位の色

を検索するのが部品色検索である。車種と本体

色の塗色番号をキーとして検索可能である。

　④企業色検索

　　自動車メーカー以外の企業色カラー（商用車

など）の検索に使用する検索モードである。

　3.5  多彩な新機能の搭載

　3.5.1  使用頻度表示 (図6)

　自動車補修市場において使用頻度の高いCK色

を表示する機能であり、星印の数（３つまで）で評

価する。星印の多いCK配合は、市場での使用実

績が高いことを意味しており、CK配合を選定する

ときの目安とした。

　3.5.2  周辺CK検索（図7）

　ABI2色票で選んだ基準CK色に対し、その周辺

の近似色情報をより詳細に検索できる機能であ

る。この機能は弊社で先行して展開している「BV

センサーシステム」（図8参照）の理論を応用し、お

客様が入力した色ズレ情報とサーバーに格納され

た各CKの測色値情報を照らし合わせ、周辺近似色

を検索するものである。この機能を利用することに

より、ABI2に色票を掲載していないCK配合も選

定しやすくなり、CK配合情報の活用の幅が広がる

と考えている。
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　3.5.3  配合登録機能

　CK配合を元にお客様が微調色したオリジナル配合を登録

できる機能である。頻繁に入庫のある補修車両色に対して

重点的に登録していくことで、調色作業の効率アップにつな

がると考えられる。

　

4.  おわりに

　「BVT」は、２００８年３月より販売を開始した。幸い、従来シ
ステムにはない斬新な画面デザインや、操作、機能性におい

て高い評価をいただいており、弊社とお客様を情報でつなぐ

役目として日々その存在感を増している。

　豊富な調色情報を十分に活用していただくため、弊社で

は、新車塗色情報と共に、市場における実際の色（部位、経年

変化など）に対応した有効な調色情報のメンテナンスと管理

を続けている。この豊富な調色情報を今回開発した「BVT」 

を通じて多角度に応用していただきたいと考えている。ＩＴ

技術は今後も革新が続くと思われるが、インターネットという

インフラを利用した「BVT」は、継続性の高いものとして長く

お客様に活用していただけるものと確信している。
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